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1. はじめに
センサや計算機の小型化に伴い、ユーザが身に

つけたセンサを用いて、ユーザの体験を常時記録
することが可能となりつつある。このような記録
を体験記録と呼ぶ。ユーザと行動を共にしたセン
サの出力にはユーザの行動のパターンが反映さ
れていると考えられる。そのパターンをモデル化
することができれば、ユーザの行動を先読みした
サービスなどが実現できる。体験記録からユーザ
の行動をモデル化する研究としては文献 [1]など
がある。ユーザ行動モデル化作成の第一段階とし
て、長時間にわたる体験記録を分節化し、パター
ンを抽出する必要がある。
本研究では、画像、音声の体験記録に加え、ユー

ザの周辺に存在する無線 LANアクセスポイント
情報を用いることで、体験記録を分節化する手法
を提案する。

2. 体験記録システム LifRe
本研究ではまず、画像、音声、無線 LANのアク

セスポイント (AP)の体験記録システム（LifRe)
を作成した。システムの概観を図 1に示す。シス
テム構成はノート PC、スイッチ、マイク、カメラ
から成る。カメラ、マイク、スイッチは首からぶら
下げる形で固定し、ノート PCは専用バッグまた
はベルトによって腰部に固定した。また、スイッ
チを押すことで画像・音声の記録を一時停止、再
スタートする機能を持ち、トイレなどのプライバ
シーレベルの高い場所での記録をコントロールで
きる。データのフォーマットを表 1に示す。なお、
時刻情報は音声・画像はファイル名として、AP情
報はデータと一緒に記録される。
次に、LifReを用いて、被験者 5人（大学生・大

学院生）の体験記録実験を行った。記録状況は、被
験者が家から大学に通学し、再び家に戻るまでの
日常生活とした。ただし、映像と音声の記録は主
に大学の敷地内とした。約 1ヶ月間記録を行った結
果、記録日数はのべ 122日（1人平均 24日）、デー
タ量は合計 132GB（1人平均 26GB)となった。

3. 体験記録ブラウザ LifBro
次に、記録した体験を閲覧するブラウザ (LifBro)

を作成した。LifBroのインタフェースを図 2に示
す。左上のカレンダーでは、記録を行った日のボ
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図 1: LifRe概観

表 1: 体験記録フォーマット
メディア フォーマット 記録頻度
画像 サイズ 640× 480pixels 1.5秒間隔
音声 サンプリング周期 常時（30分ごとに

48kHz 別ファイルに分割）
AP BSSID,ESSID,SNR, 0.5秒間隔

時間をテキストで保存

タンの色を変えて表示する。また、時計パネルは、
時間、分、秒をそれぞれ別の時計を持ち、記録を
行った時間を赤色で提示する。ユーザは時計の針
を合わせることで、その時刻の記録を閲覧できる。
さらに、無線パネルでは、4節で説明する方法で
グラフ化した AP情報から記録にアクセスするこ
とができる (図 3)。つまり、日時と場所の概念に
対応する視覚的情報から記録を検索して閲覧でき
る。さらに日記を作成・保存する機能も持つ。

4. 周辺AP情報の利用
4.1 AP情報を使った位置識別技術

APは常にその存在を知らせる信号を放出してい
る。その信号にはAPに任意につけられるESSID、
そのAPに固有のBSSIDが含まれ、さらに信号の
SNRも取得することができる。BSSIDを使えば、
そのAPを一意に識別できるため、BSSIDと信号
の SNRを使って位置を推定する研究も盛んに行わ
れている [2]。APはその利用目的から、部屋や店
舗ごとに設置されている場合が多い。また、ユー
ザの活動もそのような場所単位で行われる。した
がって、日常生活体験の分節化に APの情報を用
いるのが有効だと考えられる。
4.2 APセット
大学など、APが多数設置されている場所では、

1つの場所で電波を受信できるAPの数が非常に多
い。しかし、SNRが小さく観測されたAPはユー
ザから離れた場所にあると考えられるため、位置
を知る手がかりとしては SNRの大きな APの方
が信頼できる。そこで、本研究では、上位 3つの
SNRを持つAPを用いて場所を表すAPセットを
作る (図 4)。LifBro の無線 LAN パネルではこの



図 2: LifBroインターフェース

図 3: 無線パネルの一部拡大図

APセットに含まれるルータの BSSIDから色を決
定し、APセットパネルを作成する。APセットパ
ネルの幅はその場所での滞在時間を表している。
さらに、体験記録中にその APセットが登場する
順に矢印でAPセットパネルを結ぶ（図 3)。
4.3 APセットの分類
体験記録のAPデータから、APセットの系列が

得られる。この系列の要素を、通過回数、滞在時
間の特徴から次のように分類した。

• stay :滞在時間 10分以上

• branch :通過回数2回以上かつ stay点では無い

• move :通過回数 1回かつ stay点では無い

stay点はユーザがそこに長く滞在し、何か活動
をしていた場所、branch点はそこから複数の場所
に向かった場所、move点は通過した場所に対応し
たAPセットである。
4.4 move点による分節化
分類した APセットを同じ APを含むグループ

に分けた。まず、セット内に同じ APを 1つでも
持つ APセットは同一グループとする（グループ
間でメンバの共有あり）。次に、メンバを共有し
ているグループは統合する。つまり、グループ内
の隣接するメンバは同一の APを持つという関係
で、直接的または間接的につながっている。
ある 1日のデータに関して、グループ化された

APセットを同一場所に配置し、その間にmove点
を配置したグラフを、図 5に示す。ユーザが滞在
した場所が move点によって分節化され、ユーザ
の 1日の大局的な動きを読み取ることができるよ
うになった。数多くの APが存在し、場所間の移

図 4: APセット作成

図 5: グループ配置例

動中に APが途切れることの無い大学のような場
所においても、SNR上位 3つのAP情報を用いる
ことで分節化が可能であることがわかった。図中
のグループの名前は手動で付与した。1度名前付
けしたグループ名を複数の日やユーザ間で共有す
れば、ユーザが日常的に訪れる場所の名前付けは
大きな負担にはならない。

5. まとめ
本研究ではウェアラブルセンサによる体験記録

装置による記録収集を行い、体験記録閲覧ブラウ
ザを作成した。さらに、APデータを通過時の特徴
によって分類し、その情報から体験記録を分節化
する手法を提案した。今後の課題としては、同一
場所で観察される別のAPセットの統合、APセッ
トグループ間の状態遷移確率を使ったユーザ行動
のモデル化などがある。
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